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講座番号 開 講 日 令和５（2023）年 ７月２５日（火） 定 員 研 講義

講 座 名 生活科
１０名 修 実技 ○

半日受講 形 演習 ○

集合場所 おびひろの森・はぐくーむ 否 態 協議

日 程 講 座 内 容 使用室名 担当講師

○現地集合（帯広の森・はぐくーむ）

9:15 【開講式】 帯広の森・ 松本 美佳

はぐくーむ （大空学園）

9:30 (1) はぐくーむの体験プログラムを受けてみよう！ 帯広市南町9線

・美味しい焚き火パンをつくろう。 49-1 太田越 雄三

・楽しく自然観察しよう。 ℡（0155） （白人小）

＊雨天決行ですが、荒天時、内容を変更する場合があります。 66-6200

外部講師

帯広の森・

はぐくーむ

スタッフ

12:00 ＊各自で帯広市立大空学園義務教育学校へ移動

《昼食・休憩》

○現地集合（帯広市立大空学園義務教育学校）

13:00 (2) 地域のフィールドを活用した授業実践 帯広市立 太田越 雄三

・十勝ヒルズと連携した実践の紹介 大空学園義務 （白人小）

・地域と連携した自然体験について 教育学校

帯広市大空町 松本 美佳

11丁目４ （大空学園）

℡ (0155)

48-5089

(5) 生活科の実践や悩みの交流

・生活科の授業について、日ごろの悩みや疑問などを交流し

ます。

16:00 ○現地解散

・野外で活動しやすい服装 ・体験活動を中心とした講座です。

持 ・帽子､動きやすい靴､軍手､首に巻くタオル 留 ・本講座は、生活科の指導経験がない方など比

ち
・雨合羽、長靴(雨天時)、虫よけ(無臭のもの) 意 較的経験年数の浅い方を対象としています。

物

・水筒（当日の気温に合わせて） 事 ・雨天決行です。

・筆記用具 項

・昼食は各自でご用意ください。

第19期事業実施計画における研修内容

○気付きの明確化と気付きの質を高める学習活動 a 教職に必要な素養 ○
の指導 関

○身近な人々や社会と交流し、伝え合う活動の指 連 b 学習指導 ○

導 す c 生徒指導
○自然の不思議さや面白さを実感する指導 る
○健康で安全な生活や生命に関する指導 指 d 特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応

○幼児教育及び他教科との合科的、関連的な指導 標 e ＩＣＴや情報・教育データの利活関連付け

「帯広の森・はぐくーむ」で間伐体験を行い、その枝を
使って「焚き火でパンづくり」を行います。様々な体験
を通して、自然体験の魅力や生活科の授業づくりのヒン
トを見つけましょう！

地域の事業者と連携した自然体験について、幕別町での
実践事例を紹介します。後半では、「はぐくーむ」で体験
したことを踏まえ、自分の地域でどのような実践できる
か一緒に考えましょう。


